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江南区選出

目指そう！中央環状道路整備促進・完遂！

●
Ｇ
20
新
潟
農
業
大
臣
会
合
開
催
推
進
事
業

�

一
、八
百
万
円

●
道
路
新
設
改
良
等
事
業�

九
億
六
、八
百
万
円

　
◦
新
潟
港
横
越
線

　
◦
嘉
瀬
蔵
岡
線

　
◦
亀
田
中
央
線

　
◦
新
潟
亀
田
内
野
線
（
北
山
拡
幅
）
等

●
改
元
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業�

二
億
七
、三
百
万
円

●
市
税
関
連
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

�

七
、九
百
万
円

●
母
子
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業�

二
、八
百
万
円

●
新
た
な
広
域
連
携
調
査
事
業�

一
、二
百
万
円

主
な
歳
出
予
算

ご 

挨 

拶

　
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
立
秋

と
と
も
に
す
っ
か
り
秋
め
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
酷
暑
の
夏
を
振
り
返
る
と
、
そ

の
魁
と
な
っ
た
知
事
選
を
思
い
起

こ
し
ま
す
。

　
前
知
事
の
突
然
の
辞
任
に
伴
う

予
期
せ
ぬ
知
事
選
は
激
し
く
、
国

政
並
み
の
熱
い
選
挙
戦
で
あ
り
ま

し
た
。
当
選
し
た
花
角
新
知
事
は
、

前
回
の
知
事
選
や
市
長
選
に
も
取

り
ざ
た
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
度
は
満
を
持
し
て
の
出
馬
で

あ
り
ま
し
た
。
私
は
天
の
声
・
天

の
啓
示
・
天
の
配
材
と
賞
賛
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
天
爵
を
修
め
て
、
人
爵
こ
れ
に

従
う
」
と
い
う
中
国
古
典
易
経
の

格
言
が
あ
り
ま
す
が
、
花
角
氏
は

正
に
こ
の
格
言
を
体
現
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
勝
敗
を
分
け
た
花

角
氏
と
池
田
氏
の
違
い
は
何
だ
っ

た
の
か
。
原
発
問
題
の
ス
タ
ン
ス

は
ほ
ぼ
同
一
で
し
た
の
で
、
違
い

と
い
え
ば
男
女
の
違
い
、
出
身
地

の
違
い
、
経
歴
の
違
い
等
で
す
。

選
挙
本
来
の
政
策
の
違
い
や
公
約

の
違
い
は
あ
ま
り
争
点
に
な
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
選
挙
戦
の
終
盤
戦
は
政
策
論
争

そ
っ
ち
の
け
の
中
傷
合
戦
、
感
情

論
に
な
っ
た
感
す
ら
あ
り
ま
し
た
。

両
陣
営
と
も
反
省
点
の
多
い
熱
い

知
事
選
で
あ
り
ま
し
た
。

　 

平
成
三
十
年
八
月

　
　
　
　
新
潟
市
議
会
議
員

 

串
田

　修
平

　　
江
南
区
議
員
協
議
会
と
Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社
の
新
駅
担
者
と
、
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
市
と
Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社
と
で
新
駅
設
置
の
検
討
に
関
す
る

協
定
を
本
年
２
月
２
日
付
け
で
結
ん
だ
こ
と
か
ら
、
内
容
に
つ

い
て
の
確
認
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
信
越
線
江
南
駅
（
仮
称
）
と
越
後
線
上
所
駅
（
仮
称
）

を
想
定
し
た
も
の
で
、
新
駅
設
置
に
関
す
る
双
方
の
協
力
体
制

を
約
束
し
た
も
の
で
す
。

　
二
年
半
前
に
旧
中
央
卸
売
市
場
（
上
所
）
開
発
に
伴
う
土
地

の
売
却
議
案
が
上
程
さ
れ
た
と
き
に
文
教
経
済
常
任
委
員
会
で

串
田
議
員
か
ら
上
所
駅
に
つ
い
て
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
江
南

駅
と
の
セ
ッ
ト
論
が
浮
上
し
た
も
の
で
す
。

　
新
潟
市
と
聖
籠
町
と
の
一
部
事
務
組
合
方
式
で
運
営
し
て
い

る
豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
議
会
議
長
と
し
て
７
月
18
～
19

日
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
栃
木
県
の
小
山
広
域
保

健
衛
生
組
合
で
は
、
プ
ラ

製
容
器
の
再
利
用
と
剪
定

枝
・
生
ご
み
の
堆
肥
化
処

理
の
取
組
、
ま
た
、
埼
玉

県
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ツ
ネ

イ
シ
カ
ム
テ
ッ
ク
ス
㈱
で

は
焼
却
灰
を
再
熱
処
理
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル（
ブ
ロ
ッ

ク
・
砂
礫
等
）
製
品
化
の

取
組
を
視
察
し
ま
し
た
。

 

　
新
潟
市
議
会
で
は
、
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
主
目
的
に
大

学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
作
業
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
そ
の
座
長
と
し
て
８
月
２
・
３
日
、
横
須
賀
市
議
会
・
八
尾

市
議
会
・
立
命
館
大
学
を
訪
問
し
、大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
の
締
結
経
過
・
実
践
と
取
組
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
市
議
会
で
は
地
域
に
存
置
す
る
特
定
の
大
学
と

包
括
的
な
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
新
潟
市
議
と
し
て
も
地
元
大
学
と
協
定
締
結
に
向

け
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

新潟市域における公共
交通の利用促進に向けた
連携に関する協定書

第１条（目的）
第２条（協力事項）
第３条（協定の有効期間）
第４条（協定の解約）
第５条（その他）

平成30年２月２日

 甲　新潟市長
 乙　JR東日本新潟支社長

▲焼却灰リサイクルによるブロック・砂礫等

大
学
と
市
議
会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
の
実
践
事
例
の
先
進

地
を
視
察

江
南
駅
の
取
り
組
み

ゴ
ミ
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

�

環
境
セ
ン
タ
ー
を
行
政
視
察

▲

横
須
賀
市
議
会
に
て

▲

立
命
館
大
学
に
て

６月定例議会補正予算 13億8千2百万円可決
〈G20新潟農業大臣会合開催推進事業等〉

平成30年度　新潟市議会定例会 <一 般 会 計 予 算＞

◆江南区の人口　68,895人／27,022世帯（うち男性33,517人・女性35,378人）� ※平成30年７月末現在
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一般質問一問一答

新潟市江南区藤山1丁目385-2

目指そう！中央環状道路整備促進・完遂！

2018年６月定例議会

質 問 項 目 及 び 要 旨 新 潟 市 側 の 答 弁 要 旨

1.��県知事選挙を終えての所感と市
政の連携について

⑴�　新知事の公約とにいがた未来ビジョンとの
連携について

⑵�　市長の残任期間での新知事との新たな取り
組み施策について

⑶�　新たな新潟市発展のため、後進に道を譲る
気はあるか
再�　４人の若い候補予定者にエールを送る気
はないか

� 【市長】

⑴�　花角知事の掲げた人口減少対策、地域経済の活性化策、交流人口の増加策、本県の拠点性の向上、空
港アクセス、羽越新幹線の整備促進などの公約は、「にいがた未来ビジョン」で取り組んできた人口減少へ
の対応や拠点性の向上といった施策の方向性と合致するものと考えており、県と市が連携し役割分担をし
ながら取り組みをさらに前進させていきます。�

⑵�　県と市の共通の課題については、花角知事との間においても、認識を共有できていると感じており、首長
の任期にかかわらず、着実に前進させるべきものと考えています。

　�　今後、新潟県・新潟市調整会議における拠点性の向上に向けた議論をはじめ、人口減少対策などの諸課
題についてスピード感をもって取り組んでいきます。

�
⑶�　今後、新知事とともに、新潟の拠点性向上に向けた県との意見交換を一刻も早く再開させる必要がある
ほか、本市の行財政改革の前倒しなど重要課題が山積していることから、まずは私の任期いっぱい、諸課題
への対応に全力で取り組んでいきたいと考えています。
再 �　私より若い方々が手を上げて頂いたことは頼もしい。以上で答弁はご勘弁願いたい。�

2.��農業政策の取り組みについて
⑴�　生産調整見直しによる米の作付面積は前
年並みか

⑵　高収益園芸農業の取り組みについて

⑶　県の普及センターとの連携強化について

� 【農林水産部長】
⑴�　平成30年産米の5月末時点の主食用米の作付状況の情報では、市内6つの農業再生協議会のうち、北区
･西区は前年並、亀田郷・秋葉区・南区・西蒲区は増加傾向にあることから、本市全体では前年比108％程
度の作付状況となるのではないかと聞いています。

　�　需要のある業務用米の生産を増加させ、少しでも農業所得を確保しようと判断したことから、前年産より
も主食用米の面積が増加したものと理解しています。

⑵�　農協などが国又は県の補助事業を活用し園芸産地の拡大に取り組む場合に必要となる機械・施設など
の整備に対し、事業費の１／4を上限に上乗せ支援を行います。これにより農業者が少ないリスクで園芸に
取り組むことが可能となるため、産地の取組拡大と活性化につながるものと考えています。

　�　平成30年3月に市内4つの農協の代表者を中心に事業説明を行い、5月に新潟県との調整を実施、6月に
は新潟県及び農協担当者レベルでの意見交換会を各地域で実施しました。これに対し地元からは、大規模ほ
場を活用した「加工用たまねぎ」の生産や既存産地における施設園芸の拡大の要望を2件受けています。

⑶�　高収益園芸農業の取組推進において、農協の担当者や市の担当者と業務レベルで連携し、園芸産地の
拡大に向けて現場に合った話しあいを進めています。

　�　その他にも新規就農者の確保、需要に応じた米生産による新潟米のブランド化の推進などについても一
緒に取り組んでいます。

　�　今後は、農業者への技術指導や経営改善指導など所得向上への取り組みや、ほ場整備地区での高収益
作物導入計画の作成など、県普及センターと連携強化して本市の農業振興につながる取り組みを進めてい
きます。

3.��行財政改革の取り組みについて
⑴�　人員削減の考え方について

⑵　指定管理者選定の見直しについて

⑶�　保有資産の未利用地の売却状況と今後の
見通しについて

�
⑴�　予算や組織、人員といった限られた経営資源の選択と集中を行い、これまで以上にスピード感をもって行財
政改革に取り組む必要があるとの認識から、その指針となる新たな行政改革プランを前倒しして策定すること
とし、現在、この10月を目途に策定作業を進めています。
　�　定員適正化については、次期プランの重点項目に位置付けるとともに、今年度新たな定員配置計画を策定
し、同規模政令市との比較において、全体で470人程度超過している現状を将来的に適正化することとしてい
ます。今後5年間で220人を適正化する手法としては、退職見込数の合計は約600人、新規採用数は約380人
とすることで、その差220人を目標としています。� 【総務部長】
⑵�　公募単位については平成21年度からの5年間では区単位としていましたが、平成26年度からの5年間では、
競争性と公平性を高める観点から、公募の単位をできるだけ細分化し、現在の指定管理者の選定に至ってい
ます。
　�　その結果、細分化したことで施設間の連携が取りにくくなっていることや、自主事業などのサービス内容が施
設によって異なることで、利用者に戸惑いや手間を取らせてしまうなど、市民サービスの面でのデメリットも発
生していることが確認されました。
　�　次期指定管理者の公募の単位については、地域の実情なども考慮し、施設をある程度まとめることで、現在
よりも市民サービスの向上が見込める場合は一体にまとめ、まとめても市民サービスの向上に期待できないも
のは、これまで通り細分化し、競争性を確保するという方法を選択していきたいと考えています。�【総務部長】
⑶�　過去3年間の公募売却実績では、23件の売却を行い、およそ7億7千万円の財産収入がありました。台帳価
格と比べてみますと、15％増の売却額となっています。
　�　今年度は売却可能となった財産から順次売却を行い、10件程度の売却で2億円程度の財産収入を見込んで
います。
　�　同規模政令市の中で、市民一人当たりの公共施設保有量は1.2倍を上回る面積となっていますが、今後施設の
集約や統廃合などによって未利用となった建物や土地について、売却等の活用を進めていきます。
� 【財務部長】

※�

三
年
前
か
ら
中
央
卸
売
市
場

へ
の
住
民
バ
ス
（
横
バ
ス
）

の
停
留
所
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
場
内
中

央
食
堂
の
掘
口
商
店
か
ら
の

提
案
で
、
中
央
卸
売
市
場
・

住
民
バ
ス
事
業
主
・
江
南
区

役
所
等
で
協
議
し
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。

▲新潟中央卸売市場内バス停
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